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4の数字のカードを引く確率を r とすると、 14  rqp より 041  qpr  

 

4≦ba  となるのは )1,3(),2,2(),3,1(),1,2(),2,1(),1,1(),( ba のときであるから、 
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ba  となる確率は、対称性より、 ba  となる確率の
2

1
である。 

余事象により、 ba  となる確率は、 ba  となる確率を 1から引いたものであるから 
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以下、 p を固定して考えると、 1q であるから、 qが大きいほど E は大きくなる。 
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以上により、 E を最大にする qp, は 
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